


長
谷
寺
縁
起
と
伽
藍

長
谷
寺
は
、
山
号
を
豊
山
と
号
し
、朱
鳥
元
年
（６
８
６
年
）
、道
明
上
人
が
天
武
天

皇
の
た
め
に
「銅
板
法
幸
説
相
図
」
を
初
瀬
山
西
の
岡
に
安
置
し
た
こ
と
に
は
じ
ま

り
、
の
ち
神
亀
四
年
（７
２
７
年
）
、徒
道
上
人
が
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ

っ
て
ご
本

尊
十

一
面
観
世
音
薔
薩
を
束
の
岡
に
お
祀
り
に
な
り
ま
し
た
。徳
道
上
人
は
観
音

信
仰
に
あ

つ
く
、
西
国
二
十
二
所
観
昔
霊
場
を
開
か
れ
た
大
徳
と
し
て
知
ら
れ
、長

谷
寺
は
そ
の
根
本
道
場
と
も
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
、初
瀬
詣
、長
谷
信
仰
は
全

国
に
広
が
り
ま
し
た
。

下
っ
て
天
二
十
六
年
（１
５
８
８
年
）
の
頃
、専
誉
僧
正
が
ご
入
山
さ
れ
て
よ
り
、長

谷
寺
は
関
係
寺
院
三
十
ケ
寺
を
有
す
る
真
言
宗
豊
山
派
の
総
本
山
と
し
て
、ま
た

西
国
三
十
三
所
第
八
番
札
所
と
し
て
、
檀
信
徒
は
約
二
百
万
人
、
四
季
を
通
じ
て

「花
の
御
寺
」
と
し
て
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
あ

つ
め
て
い
ま
す
。

時
を
知
ら
せ
る
鐘
と

法
螺
貝

朝
六
時
に
は
鐘
楼
〈境
内
図
内
②
〉
か
ら
時
を

知
ら
せ
る
鐘
が
、
正
午
に
は
鐘
と
法
螺
員
の
音

が
響
き
渡
り
ま
す
。
千
年
の
昔
か
ら
絶
え
る
こ

と
な
く
続
く
長
谷
寺
の
習
わ
し
で
す
。

国宝本堂 ィむ||二代将軍家光公のご寄進によって慶安二年
(1650年 )に建立。入母屋造の工堂とネし堂からなる双堂くなら
びどう)形式で、前面に懸造りの舞台が付く大建造物です。平
成16年 12月 、国宝に指定されています(境 内図内●〉。

仁工 F]・ 登廊など 仁工Fl〈境内
図内0)は平安時代、一条天皇の御
代にはじめて建立されました。現
在のF]は明治18年 (1885年 )の 再建
で、上に掲げる額は後陽成天皇の

御震筆です。登廊は春日社・lヤ 臣
信清が、観音様の霊験によってご

子′急の病気が回復 したことのおネL
に長暦3年 (1039年)寄 進建立され

ました。現在の下・中登廊は明治22

年の再建です。鐘楼は藤原定家に
「尾上(お のえ〉の制 と詠まれ、「未
来鐘」とも称 します。



:|::|::`

:.::.:

すti:l..
●■ .:ゝ ヽ

=や
|サ ti

f象 |^

け

る

本
堂
〈境
内
図
内
０
〉
で
は
毎
日
午
前
十
一時
よ
り
、

御
本
尊
十
一面
観
世
音
菩
薩
の
御
宝
前
に
て
法
要
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
要
で
は
皆
様
の
各
種
御

祈
祷
、御
先
祖
様
の
供
養
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
暮
馨

1褒

よlli
鶴
胸
∫
議
税l

薩

（寺
宝

一
覧
〉
◎
は
国
宝

Ｏ
は
菫
姜
文
化
財

０
鋼
板
法
華
説
欄
図
．
′白
鳳
時
代

０
法
華
経
／
鎌
倉
時
代

●
十

一
面
観
音
書
薩
立
像
　
木
造
漆
箔
／
室
町
時
代

Ｏ
雨
宝
童
子
立
像

・
木
造
彩
色
●
室
町
時
代

０
難
陀
龍
王
立
像

／
木
造
彩
色

′
鎌
倉
時
代

０
銅
造
十

一
面
観
音
書
薩
立
像

´
銅
造
鍍
金
／
鎌
倉
時
代

０
地
蔵
書
薩
立
像
′
木
造
彩
こ
〓
平
安
時
代

０
宋
版

一
切
経
／
紙
本
摺
写

／
中
国
南
末
時
代

資
絆
お
参
拝
↓
記
念
二
、

十
根
セ

一案
白

本
堂
か
ら
西
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
お
茶
処
。
境
内
散
策
の
足
を

休
め
る
休
憩
所
で
あ
る
こ
の
場
所
に
、新
し
く
売
店
〈境
内
図
内
０
〉

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
長
谷
寺
参
拝
の
思
い
出
に
、喜
ん
で
い
た
だ

け
る
品
々
を
取
り
揃
え
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



◎長谷寺境内図
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◎近鉄大阪線長谷寺駅から徒歩約15分。
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全国に知られる「IIE丹 の長

谷等」。唐の皇妃、馬頭夫

人が観董さまの霊験を得た
お礼l~壁丹を献本したのが

はじまりといわれ、今では
電50種、約700嚇の牡母が

咲き競つています。i地 国
ぼューポイント01

松尾芭蕉をはじ赫、古くから文人たちの

魂を揺さぶつたという、長谷寺の桜。桜

の花の中に本堂、五重塔が浮かぶ姿は、

さながら桜の浄土ともひえるほどの素晴

らしさです。

ll蝿

苓
絣
皓
颯

【ゞ
豫

釉電

藝
鼈
当
な
な
文
匁
木
憮
眩
鶉
し
鶉
け
、

絣
心
颯
饒
し
矮
眩
蟄
き
立
写
な
す
。

緑
豊
か
な
小
初
瀬
山
。
そ
の
中
腹
に
長
答
寺
は
あ
―，
ま
す
．

「花
の
御
ｔ

，
」
ヽ
ヽ
、
つ
名
の
と
お
――
、一春
は
桜
に
牲
丹

夏
は

紫
陽
花
、秋
は
紅
葉
、
冬
は
寒
社
丹
‥
。
と
、
一
年
を
垂
し
て

花
々
が
境
内
に
移
り
を
添
え
、
色
と
り
を

，
の
美
ｔ
さ́
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。

贔



紀
貫
え
が
愛
お
し
ん
だ
梅
、

松
尾
こ
蕉
が
楽
し
ん
だ

桜
が
あ
り
ま
す
。

長各寺の組業は亀合師 とでも豊

か。本童の舞台|こ ■つと、農納で

華:麗 な風景が視界し1つ ぱいに広か

りま
‐
夕。 ■11■ ||= ・ 1111′ 11● :

所緑の季節を迎えると、8000樟も母繋陽花が囃

識
'fま

す。|■■●‐ |■ |■■1

みずみずしい音葉,若葉が光      を
'ノ

輝〈6月 .ひと雨ごとに緑は

きら.●・きを増していきます。
自
慢
の
景
色
で
す
。

と
に
か
く
、
乗
烏
時
代
か
ら
続
く

お
寺
の
紅
葉
で
す
か
ら
。

ンヽ
ン

ンヽ
ン

ンヽ
ン

‥
・

こ
こ
で
は
雪
の
降
る
者
が

聞
こ
た
ま
す
。
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一　
月
　
寒
桜
　
寒
牡
丹
　
価
木
花
　
臓
梅
　
）獨
寿
草
　
雪
割
草

一
一　
月
　
寒
桜
　
慟
恭
花
　
臓
梅
　
）獨
寿
草
　
梅
　
林

〓
一　
月
　
寒
桜
　
梅
　
林
　
さ
ん
し
ゅ
ゆ
　
れ
ん
ぎ
ょ
う
　
桜
（枝
妻
れ
。ム
桜
・染
井
・初
瀬
・茶
良
八
重
・

紅
枝
ｉ
れ
）

四
　
月
　
れ
ん
ぎ
ょ
・つ
　
桜
（枝
垂
れ
・慟
桜
・染
井
・初
瀬
・茶
良
八
菫
・紅
及
圭
れ
）

雪
柳
　
木
菫

こ
ぶ
し
　
さ
ん
し
ゅ
ゆ
　
慟
火
　
牡
丹
　
満
天
星
瑯
蒟
　
つ
つ
じ
ヽ
ヽ
つ
き
。平
戸

臥
対
晨
概
〃
　
ね
耐
が
　
潔
灯
　
花
水
木

二
　
月
　
薔
火
　
牡
丹
　
つ
つ
じ
。さ
つ
き
。平
戸
　
芍
薬
　
曰
木
石
補
花
　
花
蘇
芳
　
鉄
せ
ん

西
洋
石
楠
花
　
藤
　
花
水
木

ュハ　
月
　
共
酵
対
卍
（夏
林
）
鉄
せ
ん
　
辞
ボ
ボ
新
瀞
　
藤
型
一
牲
れ
験
な
　
就
ま
海

の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
　
ん
警
ゴ
封
　
恭
崎
村
　
和
ジ
ボ
　
針
■
為

セ
　
月
　
鉄
せ
ん
　
紫
ぁ際
な
　
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
　
手
馘
が

だ
ｒ
緯
っ

菫
　
水
菫

八
　
月
　
菫
　
水
蓮
　
芙
蓉
　
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
　
百
日
紅
　
爽
竹
桃

九
　
月
　
芙
本
　
人
竹
桃
　
萩
（白
。赤
）

彼
岸
花

十
　
月
　
も
み
じ
椰
郎
が
、
流
難
鮮
解
げ
　
藤
袴
　
猥
震
　
十
日
桜

十

一
月
　
も
み
じ
　
寒
牡
丹
　
寒
桜

十
二
月
　
寒
桜
　
寒
牡
丹
　
慟
木
花

堂塔や本々が雪の薄化粧をまとう冬。

一

ド
ぎ
、

一
　

Ｉ
ｔ
〓

一■
二
　
一Ｉ
■
■
一

‘、４
●
■

，

■

〓
■

■
■

，

::||:|

だだお し修二会が結願する2

月14日 に行われる法要で、無病
息災 厄除け開理を新願 しま
す。三匹の大鬼が燃えさかるな
明を手に本堂の内タトを駆けi笠

るさまは圧巻です。

観 警 万燈 会 大晦日の

夜、登癖の各渋両側によTが
ともされる万燈会。やさし
い灯の帯が本堂へと誘い

ます。その姿は新年を逹え
るに、3、 さわしく荘厳です。

寒牡丹が雪景色を影ります。‡地図ビューポイント③‡

◎年十行事

本尊 開帳 法 要 1月 1日

f I論ざ(にんのうえ) 1月 1日 ～ 7日

修正会 (じゅしょうえ 1月 1日 ～ 7日

イム名会 ぃっみょうえ) 1月 8日 ～ 10日

星 まつ り 1月 28日 ～2月 3日

節 分 会 2月 3日

修 二会 cゅ にカ 2月 8日 ～ 14日

だだおし法 要 2月 14日

三 社 権 現 綱 懸 祭 (さんい ごんげんつなか嗜 ■ 2月 」■句 (1日 1月 11日 )

涅 槃 会 (ね はんえ) 3月 15日

彼岸 会 (ひがんえ) 3月 18日 ～ 24日

弘 法 大 師 正 御 影 供 にうぼうだいししょうみえく) 3月 21日

釈 尊 降 誕 会 (ぃくそんごうたんえ 4月 8日

ばたんまつり 4月 中旬 ～ 5月 上旬

専 誉 僧 正 恩 徳 会  (せんよそうしょうおんとくえ) 5月 5日

弘 法 大 師 調 二会 (こ ぅぼぅだいしたんじょうえ 6月 15日

コこヨ枚大罰F言延」二1箸 (こぅぎょぅだぃしたんじょうえ) 6月 17日

愛 宕 社 祭 礼 (ぁ たごしゃさいれい) 7月 24日

孟 蘭 盆 会 oら ぼんえ) 8月 13日 ～ 15日

彼 岸 会 9月 20～26日

観 月会 中秋 の名 月

10月
もみじまつり 10月 1日 ～ 11月 30日

与 喜 天 満 宮 祭 礼 0月 第 3日 曜 日

陀羅 尼 会 (だらにえ) 2月 12日

本 尊 閉 帳 法 要 12月 31日

観 音 万燈 会 2月 31日 ～1月 1日

春 季 特 別 寺 宝 展 4月 中旬 ～5月 上旬

秋 季 特 別 寺 宝 展 10月初 旬 ～ 12月 初 旬

*一 般に公開されていない行事もあります。*行事の日程などは変更になる場合もあります。


